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― 春季特別展 ―

シャガール －愛のメッセージ－

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
申し込み・問合せ：企画財政課
☎０２８７ー９２ー１１１４

最優秀賞「足元に気をつけて」
髙塩定男さん（宇都宮市）

優秀賞「淡雪にこころ弾む」
渡部敏彦さん（宇都宮市）
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那珂川町合併５周年記念・馬頭広重美術館開館10周年

【ミュージアム・トーク】
　　　宇都宮美術館 学芸員　有木宏二氏 
　　　６月５日（土）  午後１時30分～
【入 館 料】  大人　　　　700円（630円）
                   高・大学生　400円（360円）
※（  ）は20名以上の団体料金
※70歳以上の方、中学生以下は無料
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額。

　赤いロバ、荷を引く馬、傘をさした魚、そして
女性の顔した鶏。マルク・シャガール(1887－
1985)の絵には不思議な動物が頻繁に登場します。
この動物たちは、いったい何者なのでしょうか。
　シャガールは、動物を決して愛らしいペットと
して見ていたわけではありません。シャガールが
若い頃住んでいたロシアの家の近所には家畜がい
たるところにいて、彼は祖父が屠殺した牛や、荷
を引く馬などを見て育ちました。シャガールの家
でも両親が飼っていた鶏を週に一度食べる習慣が
ありました。シャガールの絵に登場する動物たち
は、その家畜たちなのです
　また、シャガールの父は鰊倉庫で働いていまし
た。そのせいか、シャガールはパリに出てからも
鰊をよく食べていたといいます。
　最愛の妻ベラと長い間暮らしたパリの象徴であ
るエッフェル塔や、動物や魚たちが登場するこの
「エッフェル塔と驢馬」には、シャガールの思い
出や様々な感情が詰まっているといえるでしょう。

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　　期】　後期　5月21日～6月20日
【開館時間】　午前９時30分～午後５時
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日　
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観光協会
写真コンテスト
受賞作品

Marc
  Chagall
Marc
  Chagall
Messages of Love

シャガール －愛のメッセージ－

前期　４月17日（土）～５月16日（日）
後期　５月21日（金）～６月20日（日）


